
 

Ⅲ.交通基盤の現況 
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[1] 高規格幹線道路の整備状況 
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（東北縦貫自動車道八戸線15.6㎞）

（津軽自動車道7.6㎞）

（八戸久慈自動車道18㎞）

基本計画区間

整備計画区間

弘前線698㎞）

（八戸線81㎞）

(津軽自動車道8.1㎞）

 

供用開始日 

青    森 I･C～大鰐・弘前 I･C 昭和54年 9月27日 

大 鰐・弘前 I･C～碇  ヶ  関 I･C 昭和55年10月29日 

鹿 角八幡平 I･C～安    代 I･C 昭和58年10月20日 

十  和  田 I･C～鹿角八幡平 I･C 昭和59年 9月27日 

碇  ヶ  関 I･C～十  和  田 I･C 昭和61年 7月30日 

八    戸 I･C～一    戸 I･C 昭和61年11月27日 

浦    和 I･C～川   口 J･C･T 昭和62年 9月 9日 

一    戸 I･C～安   代 J･C･T 平成元年 9月 7日 

川   口 J ･ C ･ T～美  女  木 J･C･T 平成 4年11月27日 

美  女  木 J･C･T～大   泉 J･C･T 平成 6年 3月30日 

八   戸 J･C･T～八  戸  北 I･C 平成14年 7月18日 

浪 岡 町 徳才子～五所川原 東I.C 平成14年11月25日 

青 森 市 諏訪沢～青   森 J･C･T 平成15年供用予定 

（東北縦貫自動車道八戸線70㎞）

（津軽自動車道20㎞）

（八戸久慈自動車道29㎞）
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[2] 青函トンネル・津軽海峡線の概要  

 

 

 

 

［３］空港の概要 

 (1) 青森空港 

 

 

 

 

　概　　要
滑　走　路 エ プ ロ ン ターミナルビル 駐 車 場 備　　考
長さ　2,500ｍ 6バース 延床面積 32,892㎡ 東　京(8便) 70分 昭和62年7月にジェッ
 幅 　　 60ｍ 370ｍ×193.5ｍ 10,655.91㎡ (約1,000台) 大　阪(2便) 90分 ト化、平成2年3月に

71,595㎡ 札　幌(2便) 45分 2,500m滑走路が完成
名古屋(3便) 80分

  小型機 福  岡(4便/週) 120分
  13バース

ソウル(3便/週) 150分
9,898.88㎡ ハバロフスク(2便/週) 135分

路　　線　　等

 

　利　用　状　況

乗降客数 利用率 乗降客数 利用率 乗降客数 利用率 乗降客数 利用率 乗降客数 利用率
1,545,487 59.0 1,626,270 62.4 1,542,225 64.7 1,502,846 65.6 1,538,107 65.7

青森－東京 941,346 62.1 1,006,476 65.0 982,356 65.9 977,753 63.8 1,010,156 65.6
青森－大阪 113,327 62.1 95,980 73.6 97,880 73.9 133,690 73.8 193,742 71.3
青森－関西 69,899 58.9 83,357 62.5 79,521 63.4 59,805 69.1 －　 －　
青森－札幌 140,556 57.1 150,366 62.0 152,356 61.4 141,813 63.5 143,079 61.6
青森－名古屋 157,281 50.9 161,876 56.8 159,152 57.7 130,022 70,6 129,318 64.2
青森－福岡 46,609 70.1 42,575 64.0 44,507 63.9 47,856 71.6 45,556 64.2
青森－広島 23,127 51.0 14,691 59.2 10,442 55.6 11,907 62.6 11,635 57.7
青森－仙台 33,009 30.1 53,160 34.8 －　 －　 －　 －　 －　 －　
青森－沖縄 20,333 80.1 17,789 73.9 16,011 68.5 －　 －　 4,621 49.4

34,986 63.6 34,491 67.5 37,697 67.1 32,250 58.3 35,168 61.5
青森－ソウル 29,802 71.7 29,386 66.4 31,801 66.3 26,857 55.8 30,080 60.9
青森－ハバロフスク 5,184 38.5 5,105 74.1 5,896 71.9 5,393 74.7 5,088 65.0

1,580,473 59.1 1,660,761 62.5 1,579,922 64.7 1,535,096 65.3 1,573,275 65.6

10年度

国　内　線

国　際　線

合　　　計

路　　線
14年度13年度12年度11年度
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経  緯 

昭和39年11月 青森空港供用開始(滑走路1,200ｍ) 

昭和40年 6月 青森・東京間定期便就航 
昭和44年 7月 青森・札幌間定期便就航 

昭和48年 4月 滑走路1,400ｍの供用開始 

昭和51年 7月 青森・大阪間定期便就航 
昭和54年 8月 新青森空港建設地決定 

昭和62年 7月 第１期供用開始(滑走路2,000ｍ)、ターミナルビル開館 

平成 2年 3月 滑走路2,500ｍの供用開始 
平成 2年 7月 全面供用開始 

平成 4年 7月 青森・名古屋間定期便就航 

平成 4年10月 ターミナルビル増築完成、供用 
平成 6年 9月 青森・東京間ダブルトラック化 

平成 7年 3月 青森・福岡間定期便就航 

平成 7年 4月 青森・ソウル、青森・ハバロフスク間国際定期便就航 
平成 8年 1月 ターミナルビル増築完成 

平成 8年 4月 青森・広島間定期便就航 

平成 9年 9月  青森・名古屋間ダブルトラック化 
平成10年 4月  青森・東京間増便（5便/日→7便/日） 

平成10年 9月  青森・東京間増便（7便/日→8便/日） 

平成10年11月  青森・仙台間定期便就航 
平成10年11月  青森・沖縄間定期便(季節便)就航 

平成11年 5月  6番スポット供用開始 

平成12年 6月  ボーディングブリッジ１基増設し、４基となる。 
平成13年 3月  小型機用ノースエプロン拡張供用開始 

平成13年12月  ターミナルビル前交通島供用開始 

(2) 三沢空港 

 

 　 概 　 　 要
滑 　 走 　 路 エ  プ  ロ  ン タ ー ミ ナ ル ビ ル 駐  車  場 備 　 　 考

長 さ 　 3 , 0 5 0 ｍ 3 バ ー ス 3 , 0 0 1 ㎡ 6 ,8 8 5 ㎡ 東 　 京 ( 4 便 ) 7 0 分 昭 和 5 0 年 5 月 か ら 自 衛
 幅  　 　  4 5 ｍ 2 3 , 4 0 0 ㎡ ( 2 3 0 台 ) 大 　 阪 ( 1 便 ) 9 0 分 隊 、 米 軍 と 共 同 使 用

関 　 西 ( 9 年 1 1 月 か ら 運 休 ) 1 0 0 分
札 　 幌 ( 1 便 ) 4 5 分

路 　 　 線 　 　 等

1 0年 度 11年 度 12年 度

乗降客数 利用率 乗降客数 利用率 乗降客数 利用率 乗降客数 利用率 乗降客数 利用率
三沢－東京 401, 5 1 1 5 9 . 7 4 4 0 , 7 3 8 6 0 . 0 4 3 1 , 7 6 7 5 6 . 6 4 4 8 , 7 4 9 5 9 . 6 3 7 5 , 8 2 4 6 8 . 0
三 沢 －大阪 75,3 6 9 6 9 . 9 8 6 , 4 6 5 7 1 . 8 7 8 , 9 9 3 6 7 . 8 8 1 , 1 1 5 6 9 . 5 8 2 , 2 9 5 7 0 . 2
三 沢 －札幌 68,9 0 2 5 8 . 1 6 6 , 9 1 8 5 5 . 5 6 2 , 8 3 1 4 7 . 4 5 8 , 5 2 3 5 0 . 4 6 0 , 0 3 9 5 1 . 6

5 4 5 , 7 8 2 6 0 . 7 5 9 4 , 1 2 1 6 0 . 9 5 7 3 , 5 9 1 5 6 . 7 5 8 8 , 3 8 7 5 9 . 7 5 1 8 , 1 5 8 6 5 . 9合 　 　　計

　利　用　状　況

路　　線
14年 度13年 度

経　　　緯
昭和50年 5月 三沢空港供用開始（三沢・東京間、三沢・札幌間）
昭和52年 9月 空港ターミナルビル供用開始
昭和53年 7月 三沢・東京間１日３便に増便
昭和55年 5月 三沢・東京間１日４便に増便
昭和59年 2月 民航ターミナル地域のエプロンの一部が供用開始
昭和60年 4月 新ターミナルビル供用開始
平成 5年 4月 三沢・大阪間運行開始
平成 8年 3月 三沢・関空間運行開始
平成 9年11月 三沢・関空間便運休
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